[bookmark: RANGE!A1:K50]集落防災計画
１	目的
平成２３年の東日本大震災以来、各地で大規模な災害が多発しています。
〇〇集落では、最近の大規模災害に対応する防災計画を修正作成し、互助の精神による自主的な集落の防災活動を行い、その被害を最小限にするよう努めます。
そして、既設の団体と連携しながら、災害に強く安全で安心な「住み良い○○集落」を目指します。

２	組織一覧表
	自主防災会会長
	
	第〇班編成・　　　世帯・　　　人




	防災部長
	総括
	
	　　


　
	消防団自主防災支援部

	防災部長
	避難・訓練
	
	
	

	防災部長
	情報・調査
	
	
	


	第１班長
	
	　世帯・　　人
	要支援者
	　人

	　
	世帯主名
	家族構成
	人数

	1
	
	
	　　人

	2
	
	
	　　人

	3
	
	
	　　人

	4
	
	
	　　人

	5
	
	
	　　人

	6
	
	
	　　人

	

	第２班長
	
	　　世帯・　　人
	要支援者
	人

	　
	世帯主名
	家族構成
	人数

	1
	
	
	　　人

	2
	
	
	　　人

	3
	
	
	　　人

	4
	
	
	　　人

	5
	
	
	　　人



	第３班長
	
	　　世帯・　　　人
	要支援者
	　人

	　
	世帯主名
	家族構成
	人数

	1
	
	
	  人

	2
	
	
	　　人

	3
	
	
	　　人

	4
	
	
	　　人

	5
	
	
	　　人

	

	第４班長
	
	　世帯・　　　人
	要支援者
	　　人

	　
	世帯主名
	家族構成
	人数

	1
	
	
	　　人

	2
	
	
	　　人

	3
	
	
	　　人

	4
	
	
	　　人

	5
	
	
	　　人








３	避難所の指定
（１）	避難所の区分
○	自主避難場所
・	村が避難所開設以前に、個別に事前避難する場所。
・	村が避難所開設以前に、個別に事前避難する場所。
・	水害時に水が上がらないところなどに自主的に避難する。
・	集落センターや親せき、知人宅（個別計画になる）など。
・	安全と思われる住宅は、２階に避難する垂直避難も自主避難に該当する。

○	避難場所
・	村から避難準備情報が発令された時に開設する、公的な避難所。
・	開設は消防団第４分団防災隊自主防災支援部が行う。（役場周辺施設以外）
・	各集落から多数の避難者が集まる。

○	緊急避難場所
・	急な増水などで避難所まで行けない時、近くに緊急避難する。
・	高台にある住宅や、空地、空き家など。

○	避難所一覧
	主な災害
	自主避難場所
	避難所
	緊急避難場所

	風水害・
土砂災害
	高台、集落センター
	〇〇〇〇
	高台や自宅の２階に避難

	
	
	
	

	地震
	〇〇
	
	〇〇〇〇


※地震時は、耐震設計の問題から、開設する避難所が限られる。
⇒関川小・中学校、公民館、旧安角小学校、旧川北小学校特別教室棟など

○	個別計画
	世帯主名
	自主避難場所
	避難所
	緊急避難場所

	-
	-
	-
	-

	-
	-
	-
	-

	　
	　
	-
	　

	　
	　
	-
	　

	　
	　
	-
	　

	　
	　
	-
	　





４	避難所の運営
（1）	避難所の開設
○	自主避難場所
	自主避難場所
	開設者（管理者）
	収容人員

	
	
	　　　名



○	避難所（公設）
	避難所
	開設者
	避難予定人員

	
	
	 　　 名



○	緊急避難場所
	緊急避難場所
	開設者（管理者）
	収容人員

	
	　
	　　  名

	
	　
	　  　名



（2）	避難所の運営（おもにコミュニティ防災計画に記載）
○	自主避難場所
	　
	避難所
	運営ボランティア
	予定人員

	①
	
	　
	　

	②
	
	　
	　

	③
	
	　
	　


【作業】
①	おもに炊き出し手伝い
②	おもに不足品などの確認
③	寝具等の提供

（3）	防災備蓄品
・	防災倉庫に公的な備蓄品を確保
[bookmark: _GoBack]		備蓄食料２００食分、仮設トイレ５個、毛布５０着

・	集落毎の備蓄（村の補助50％あり）
		30ｃｍ寸胴なべ、灯光器、発電機

・	個人など個別の防災備蓄
		懐中電灯、ローソク、保存水

